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2014 年度第 1回ＮＰＯ法人共同保存図書館・多摩理事会 

 

１ 日 時：2014 年 4月 15日（火） 午後 6時 30分～午後 9時 

２ 場 所：国分寺労政会館第 2和室（国分寺市南町 3-22-10） 

３ 議決権のある理事：8名、出席理事：6名 

出席者：座間直壯、平山惠三、齊藤誠一、田中ヒロ、手嶋孝典、堀渡 

欠席者：清田義昭、矢崎省三 

                                    

４ 報告及び協議事項 

（１）第１号議案 会員の動向について【報告】 

・2013 年度末      正会員 102 名 3 団体 賛助会員 45 名 1 団体 計 151 名・団体 

  ・2014 年 4 月１日現在  正会員 101 名 3 団体 賛助会員 45 名 1 団体 計 150 名・団体 

      賛助会員退会 1 名 正会員から賛助会員へ変更 1 名 

※ 2 年分未納者に対しては、再度の振り込み用紙と、せめて賛助会員で会員を継続してくれない

か、との個人宛の手紙を次の送付物の際に同封する、5/10 までに入金がなければ資格喪失処理

の予定。 

 

（２）第２号議案 メーリングリストの引っ越しについて【報告】 

① 引っ越し関係 

メーリングリストの引っ越しは済ませた。4月 16日（水）午後 3時～5月 28日（水）午後 3時 

の期間で YAHOO!内のデータのバックアップ作業→USB は安定するまで担当者が保管 

4 月下旬に発行の『多摩デポ通信』で関連情報の掲載 

② メール配信の停止者が出ている件の対応は、この引越しの中で行っていきたい。 

今後は、年１回くらいは、発見できた配信停止者に対して、多摩デポ通信にそのことのお知ら

せ・問い合わせを同封することを考える。 

 

（３）第３号議案 多摩デポ関係記事について【報告】 

【多摩デポ記事】 

※下記論文中に多摩デポに言及あり  

・梅澤幸平「現場で模索した県立図書館像」（『ず・ぼん 19号』pp.163-164） 

・堀渡「県立図書館の役割ってなんだろう データを用意して論じよう」（『ず・ぼん 19 号』

pp.174-175） 

【共同保存図書館関連論文】 

 ・梅澤幸平「現場で模索した県立図書館像」 

・堀渡「県立図書館の役割ってなんだろう データを用意して論じよう」 

「ず・ぼん 19号」2014 年 4月 8日発行 掲載 

  

（４）第４号議案 内部学習会の結果について【報告】 

  （株）カーリル代表の吉本龍司氏を招いて、3 月 15 日に国分寺労政会館 3 階第 2 会議室 で午後 6

時 30分～9時に理事・事務局員で学習会を行った。この学習内容をもとにした新規事業を、5月に

開催する年度総会で 2014 年度事業計画に加えて提案する。 
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 （５）第５号議案 新年度事業提案について【報告・協議】 

  法人化して６年が過ぎたが、目標である共同保存図書館は動き出せていない。動き出すには多摩

の市町村立図書館が足並みを揃えて参加できることが前提だ。市町村立図書館長協議会の中では、

「共同利用図書館構想」の再検討プロジェクトチームが動き始めるという。それにかみあえなけれ

ばならない。今からでも実行出来ることから、「多摩デポ」は提案する必要がある。 

まずは、現時点での多摩地域の図書館全体の希少なタイトル（地域で最後の 2 冊）の全データを

具体的に明らかにする。技術開発をして、希少なタイトルの全データを取りだす。各自治体は除籍

の候補リストをそのデータに突合すれば容易にそのタイトルの希少性を点検できる、という仕組み

を作る。多くの自治体で容易に点検できれば、希少なタイトルは資料提供のために地域全体で残そ

うという共同行動が取りやすくなる。まずは現在の所蔵館のままの、バーチャルな共同保存だ。ま

た、突合のための希少なタイトルのデータは、定期的に更新する。それを通して共同保存施設への

足がかりも見えてくる。これを新年度の事業計画として提案する。 

この事業の可能性と実現性を検証するには、（株）カーリルのノウハウと技術が必要であり、本

法人と（株）カーリルの共同開発を模索することも確認した。 

    

（６）第６号議案 ２０１４年度総会議案書について【協議】 

   別添の『２０１４年度総会議案書』参照 

事務局より提案の「議案書」について協議、何点かの修正の上、承認された。 

  文言の修正等は事務局で行う。 

会計担当より 2013 年度決算書類案（活動計算書、計算書類の注記、貸借対照表、財産目録）を

報告・説明、承認された。 

2014 年度活動予算については、2012 年度総会シンポジウム記録・資料集の冊子作成関係を若干

増額し、製本のみ外注とする可能性も検討する。 

 

（７）情報交換 

・全国図書館大会東京大会(10/31～11/1) 

    → 全国図書館大会の初めての企画として実行委員会内で考えられている、「公募型分科会」

に「多摩デポ」が立候補したらどうかと理事長から提案があり、検討の上、参加を決定した。

分科会のテーマは“都道府県立図書館のあり方と共同保存の現状”といったことでどうか。

会場では「多摩デポブックレット」の販売ができるよう申し入れを行う。運営委員として堀

理事・平山理事の両名を届け出る。 

      24 日午後に座間理事長、齊藤理事、堀理事等で詳細を詰める。 

・齊藤事務局長より事務局長交替の申し出があり、話し合いの結果、その申し出を了承。理事長は

堀理事を事務局長に、齊藤理事を事務局次長に任命した。 

  ・『多摩デポ通信』30号の進捗状況について 

 

 

★ 次回の理事会      月  日（ ） 未定    

☆ 次回の事務局会議   ５月 ６日（火） 午後１時半 調布 たづくり  

 

５ 議事録署名人の選任 
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  議事録署名人として２名を選任することを諮り、齊藤誠一理事と田中ヒロ理事を選任することを全

員異議なく承認した。 

 

 

以上、この議事録が正確であることを証します。 

 

2014 年 4月 15日 

議長      

 

議事録署名人  

 

議事録署名人  

 


